
品 名：01_90003_926274_040_04_三菱ＵＦＪ  ターゲット・イヤーファンド  ２０２０_808795.docx 

日 時：2020/3/19 9:25:00 

ページ：1 

 

 

 

 
償還報告書（全体版） 

[繰上償還] 

三菱ＵＦＪ  
ターゲット・イヤー 

ファンド 2020 

 

 
 

信託終了日：2020年２月７日 
 

 

 
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 

2020」は、約款の規定に基づき、先般ご案内申し上げ

ました予定通り、２月７日に繰り上げて償還させて

いただきました。ここに謹んで運用経過と償還内容

をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 
2020年２月７日［当初、無期限］まで（2000年２月８日
設定） 

運 用 方 針 

主として、マザーファンドを通じて国内債券・国内株式・
外国債券・外国株式への分散投資を行い、リスクの低減
に努めつつ長期的に安定した収益の積み上げをめざし
ます。 
2020年の決算日の翌日（第41計算期間開始日）を「安定
運用開始時期」とし、この時期に近づくにしたがって株
式の組み入れを漸減し、債券および短期金融商品の組み
入れを漸増することにより、リスクを減少させていく運
用を行います。 
資産配分については、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社から
の投資助言を受けることとします。 
実質組入外貨建資産の為替変動リスクに対しては、原則
として為替ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベビーファンド 
各マザーファンド受益証券を主要投資対
象とします。このほか、内外の株式・公社
債に直接投資することがあります。 

三菱ＵＦＪ 国内株式 
アクティブマザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

三菱ＵＦＪ 海外株式 
アクティブマザーファンド 

わが国を除く世界主要国の株式を主要投
資対象とします。 

三菱ＵＦＪ 国内債券 
アクティブマザーファンド 

わが国の公社債を主要投資対象とします。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 
アクティブマザーファンド 

わが国を除く世界主要国の公社債（国債、
政府保証債、政府機関債、国際機関債、社
債等）を主要投資対象とします。 

マネー・マーケット・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国の公社債等を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベビーファンド 

株式への実質投資割合は、信託財産の純
資産総額の60％未満とします。 
外貨建資産への実質投資割合は、信託財
産の純資産総額の40％未満とします。 

三菱ＵＦＪ 国内株式 
アクティブマザーファンド 

株式への投資に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外株式 
アクティブマザーファンド 

株式および外貨建資産への投資に制限を
設けません。 

三菱ＵＦＪ 国内債券 
アクティブマザーファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 
アクティブマザーファンド 

外貨建資産への投資に制限を設けません。 

マネー・マーケット・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準
価額水準、市況動向等を勘案して、委託会社が決定しま
す。ただし、分配対象収益が少額の場合には、分配を行
わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

36期(2018年２月７日) 10,146    100 1.1 14.4 － 28.1 － － 608 

37期(2018年８月７日) 10,130    0 △0.2 12.8 － 24.2 － － 613 

38期(2019年２月７日) 10,016    0 △1.1 8.6 － 17.5 － － 410 

39期(2019年８月７日) 9,990    0 △0.3 5.6 － 10.6 － － 20 

(償還時) (償還価額)         

40期(2020年２月７日) 9,994.65 － 0.0 － － － － － 17 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2019年８月７日 9,990    － 5.6 － 10.6 － － 

８月末 9,993    0.0 2.7 － 5.7 － － 

９月末 10,003    0.1 2.7 － 5.7 － － 

10月末 10,006    0.2 2.8 － 5.6 － － 

11月末 10,009    0.2 3.1 － 5.7 － － 

12月末 10,007    0.2 3.2 － 5.6 － － 

2020年１月末 10,000    0.1 3.0 － 5.5 － 0.0 

(償還時) (償還価額)       

2020年２月７日 9,994.65 0.0 － － － － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第１期～第40期：2000年２月８日～2020年２月７日

設定来の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※2018年11月７日にマザーファンドの入れ替えが終了したため、区切り線を入れております。
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分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 １ 期 首 10,000円
第 40 期 末 9,994.65円
既払分配金 750円
騰 落 率 7.5％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。
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償還価額は設定時に比べ7.5％（分配金再投資ベース）の上昇と
なりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

組入期間において、「国内債券マザーファンド」や「世界債券マ
ザーファンド」が上昇したことなどがプラスに寄与しました。

上昇要因

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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第１期～第40期：2000年２月８日～2020年２月７日

投資環境について

国内株式市況
設定来の国内株式市況は途中に大きな変
動はあったものの信託終了時には設定時
と同水準となりました。
設定時から2002年にかけては、ＩＴバブ
ル崩壊によって下値模索の展開となりま
した。
2003年から2007年半ばにかけては、世
界的な景況感の回復などを背景に国内株
式市況は上昇基調となったものの、その
後は米国のサブプライムローン問題が顕
在化したことなどから徐々に上値が重く
なりました。2008年９月には、米大手投
資銀行リーマン・ブラザーズが経営破綻
したことを端緒として急速な信用収縮が
進み、世界的な金融危機となり国内株式
市況は大幅に下落しました。
2009年半ば以降、国内株式市況は底値圏
を脱したものの、過度な円高・米ドル安
水準や世界的な景況感の悪化が企業収益
に影響したほか東日本大震災などが重し
となり、ほぼ横ばい圏で推移しました。
2012年後半以降、日銀の大規模金融緩和
によるインフレ期待の上昇や、世界的な
景況感の改善、円安・米ドル高の進行な
ど好材料が重なり、国内株式市況は大幅
に上昇しました。

海外株式市況
設定来の海外株式市況は上昇しました。
設定時から2002年頃にかけては、ＩＴバ
ブルの崩壊に伴い株価は下落しました。
その後世界的な景況感の回復等によって
株価は上昇して推移しましたが、2007年
頃には米国のサブプライムローン問題が
意識されるようになり、上値が重い展開
となりました。
2008年にはリーマン・ショックが発生し、
株価は大きく下落しましたが、2009年頃
を底に、株価は上昇に転じました。
その後は欧州債務危機や米中通商問題等
さまざまな出来事に影響を受けながらも、
基本的に堅調な世界経済を背景に株価は
上昇して推移しました。

国内債券市況
設定来の10年国債利回りは低下しました。
設定時から2003年６月中旬にかけて、国
内金利は日銀による量的金融緩和政策の
導入および強化を受けて低下基調で推移
し、10年国債利回りは0.40％台まで低下
しました。その後、デフレ懸念の後退や
量的金融緩和政策解除観測などから上昇
し、2004年６月には10年国債利回りは
1.9％台まで上昇しました。2005年６月
にかけては、円高進行を受けた景気の先
行きに対する懸念などから国内金利は低

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020

― 4 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_808795.indd   402_コメント-費用-TER_10pt_808795.indd   4 2020/03/19   9:27:522020/03/19   9:27:52



7

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020

下し、2006年５月にかけては、量的金融
緩和政策解除後の早期利上げ観測などか
ら上昇しました。2007年６月にかけては、
日銀が利上げを実施する中、もみ合いで
推移しました。その後は、2008年の日銀
による２度の利下げ、2009年の金融緩和
強化、2010年の包括的な金融緩和政策の
実施、2011年から2012年にかけての資
産買入基金の段階的な増額、2013年の
「量的・質的金融緩和」の導入、2016年
１月の「マイナス金利付き量的・質的金
融緩和」の導入、９月の「長短金利操作
付き量的・質的金融緩和」の導入と日銀
が金融緩和政策を強化する中、国内金利
は低下基調をたどり、10年国債利回りは
マイナス圏まで低下しました。

海外債券市況
設定来の欧米長期金利は低下しました。
設定時から約20年間、2008年のリーマ
ンショックや2010年の欧州債務危機と
いった経済危機を経て、主要中央銀行が
金融緩和路線を積極的に推し進め世界的
に低金利環境が常態化していく中、欧米
長期金利は低下基調を辿りました。

為替市況
設定来の米ドルとユーロは対円で上昇し
ました。
米ドルは設定時から2001年にかけて、日
本経済に対する悲観的見方などを背景に

米ドル高・円安が進みました。その後
2011年にかけて、リーマンショックなど
を挟みながら、米ドルは対円で下落しま
した。2012年から2015年にかけては、
日本のアベノミクスなどを背景に米ドル
高・円安が進み、2016年以降は概ね横ば
いとなりました。
ユーロは設定時から2008年前半にかけて
は堅調であったものの、その後リーマン
ショックや欧州債務危機などを背景に
ユーロ安・円高となりました。2012年か
ら2013年にかけては、米ドル同様、日本
のアベノミクスにより円安基調が進んだ
ものの、その後は欧州中央銀行（ＥＣ
Ｂ）の金融緩和などを背景にユーロ安・
円高が進みました。

国内短期金融市場
コール・レート（無担保・翌日物）は、
－0.1％～0.7％程度で推移しました。
設定時から2016年１月までのコール・
レート（無担保・翌日物）は、ゼロ金利
政策から始まり、利上げが行われた場面
では最大で0.7％程度まで上昇しましたが、
その１～２年後には利下げが行われ、ほ
とんどの期間を０％～0.1％程度で推移し
ました。
2016年２月のマイナス金利の適用開始以
降はマイナス圏での推移となり、信託終
了日のコール・レートは、－0.014％と
なりました。

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤー
ファンド 2020
信託期間を通じて、国内債券、国内株式、
外国債券、外国株式および短期資産を実
質的な主要投資対象とし、「時間軸」を
意識しながら分散投資を行い、長期的な
成長および安定的な収益の獲得を目指し
ました。
国内債券、国内株式、外国債券、外国株
式および短期資産に投資するそれぞれの
マザーファンドを設定し、アクティブ運
用により収益獲得を追求しました。
資産配分にあたっては、三菱ＵＦＪ信託
銀行株式会社からの投資助言を受けまし
た。
安定運用開始時期に近づくにつれ、リス
クを減少させる運用を行いました。
なお、2018年下旬に従来の国内株式マ
ザーファンド、世界株式マザーファンド、
国内債券マザーファンド、世界債券マ
ザーファンド、短期資産マザーファンド
を全て売却し、新たに三菱ＵＦＪ 国内株
式アクティブマザーファンド、三菱ＵＦ
Ｊ 海外株式アクティブマザーファンド、
三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザー
ファンド、三菱ＵＦＪ 海外債券アクティ
ブマザーファンド、マネー・マーケッ
ト・マザーファンドの組み入れを開始し
ました。

第40期（2019年８月８日～信託終了
日）は、上記の運用を維持し、信託終了
日にかけてマザーファンドの売却を行い
ました。

国内株式マザーファンド
設定時から組入終了時までについて、以
下の運用を行いました。
設定時から2018年９月にかけては、株価
上昇ポテンシャルの高い銘柄や、業績安
定性の高い銘柄などに投資を行いました。
償還にあたって、2018年10月中に保有
株式を全て売却しました。

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブ
マザーファンド
組入開始から信託終了までについて、以
下の運用を行いました。
国内株式の中から、①中長期的な成長力
の高い銘柄や業績改善度の大きい銘柄、
②企業価値に対して株価が割安と判断さ
れ、かつ株価上昇が期待できる銘柄、の
２つ観点から銘柄を選定して投資するこ
とにより、ベンチマーク（東証株価指数
（ＴＯＰＩＸ））を上回る投資成果をめ
ざして運用を行いました。

世界株式マザーファンド
設定時から組入終了時までについて、以
下の運用を行いました。

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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設定時から2018年９月にかけては、景気
動向に左右されることなく独自の成長シ
ナリオを有すると見込まれる銘柄群など
に投資を行いました。
償還にあたって、2018年10月中に保有
株式を全て売却しました。

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブ
マザーファンド
組入開始から信託終了までについて、以
下の運用を行いました。
わが国を除く世界主要国の株式を実質的
な主要投資対象とし、カントリーアロ
ケーションと銘柄選定の双方におけるア
クティブ戦略により、わが国を除く世界
主要国の株式の指標であるＭＳＣＩ ＫＯ
ＫＵＳＡＩインデックス（円換算ベー
ス）を中長期的に上回る投資成果をめざ
し、運用を行いました。

国内債券マザーファンド
設定時から組入終了時までについて、以
下の運用を行いました。
日本の公社債を高位に組み入れた運用を
行いました。
金利戦略では、市況動向などを勘案して、
状況に応じて機動的に対応しました。
償還にあたって、2018年10月中に保有
債券をすべて売却しました。

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブ
マザーファンド
組入開始時から信託終了時までについて、
以下の運用を行いました。
ファンド全体のデュレーションについて
は、組入開始時から2018年11月中旬、
2019年10月初めから11月末にかけては
ベンチマーク対比短め、それ以外の期間
は中立を基本に調整しました。年限別構
成については、組入開始時から2018年
11月中旬までは超長期ゾーンのアンダー
ウェイト、2019年10月初めから11月末
までは中期ゾーンのアンダーウェイト、
それ以外の期間は中期ゾーンのアンダー
ウェイト・超長期ゾーンのオーバーウェ
イトを基本に調整しました。
債券種別構成については、日銀による社
債買入オペや投資家の資金余剰感を背景
とした需給関係から、一般債のスプレッ
ド（国債に対する金利差）は横ばい圏で
推移すると判断し、相対的にスプレッド
妙味のある事業債および円建外債のオー
バーウェイト、スプレッド妙味の乏しい
地方債および政府保証債のアンダーウェ
イトを維持しました。

世界債券マザーファンド
設定時から組入終了時までについて、外
国債券を高位に組み入れた運用を行いま
した。
通貨戦略では、市況動向などを勘案して、

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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状況に応じて機動的に対応しました。
ファンドの償還にあたって、2018年10
月中に保有債券をすべて売却しました。

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブ
マザーファンド
組入開始時から信託終了時までについて、
以下の運用を行いました。
わが国を除く世界主要国の公社債を主要
投資対象とし、ベンチマークを中長期的
に上回る投資成果をめざして運用を行い
ました。債券の組入比率は高位を維持し
ました。
債券デュレーションについては、米国の
債券デュレーションは2018年10月にベ
ンチマーク比長めから中立に変更し、そ
の後は中立を維持しました。欧州はＥＣ
Ｂによる緩和的な金融政策の継続を見込
み2019年10月まで同長めとしたものの、
その後は金融緩和政策の出尽くしや、欧
州景気の底打ち期待から同中立から短め
でコントロールしました。
欧州においては、スペインをベンチマー
ク比オーバーウェイトで維持、イタリア
は同中立からオーバーウェイトでコント
ロールしました。ドイツ、フランス、オ
ランダは同中立からアンダーウェイトで
コントロールしました。
カントリーアロケーション戦略（通貨配
分）では、景気の相対感等に着目し通貨
配分をコントロールしました。米ドルは

米国の景気拡大期待などを背景に2018年
10月までベンチマーク比オーバーウェイ
トとしたものの、2019年５月中旬にかけ
て米国と他地域との成長格差の縮小等に
着目し、同中立からアンダーウェイトで
コントロールしました。2019年12月中
旬にかけて、米中貿易摩擦に対する懸念
の高まりなどを背景に同中立からオー
バーウェイトでコントロールし、その後
は米中貿易摩擦懸念の後退などを受けて
同アンダーウェイトとしました。ユーロ
は2019年４月下旬まで同中立からオー
バーウェイトでコントロールし、欧州の
景気減速懸念などを背景に2019年12月
中旬まで同アンダーウェイトとしたもの
の、その後は同中立からオーバーウェイ
トでコントロールしました。英ポンドは
2019年10月まで同中立からアンダー
ウェイトでコントロールし、11月以降は
英国の欧州連合（ＥＵ）からの合意なき
離脱に対する懸念後退を背景に、同中立
からオーバーウェイトでコントロールし
ました。豪ドル、南アフリカランドは同
中立からアンダーウェイトでコントロー
ルし、メキシコペソ、ノルウェークロー
ネ、カナダドルは同中立からオーバー
ウェイトでコントロールしました。

短期資産マザーファンド
設定時から組入終了時までについて、以
下の運用を行いました。

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、第14期
から第15期までは各50円、第30期は250円、第31期は200円、第35期から第36期までは各
100円の分配とし、その他の期につきましては見送りとさせていただきました。
信託期間中、累計で750円の分配を行わせていただきました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

償還価額

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
償還価額は、9,994円65銭となりました。

信託期間中はご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。

設定から2016年６月にかけて国庫短期証
券（ＴＤＢ）などの短期債を中心に運用
を行いました。
2016年７月以降は、残存年数が１年未満
の固定利付債やＴＤＢの利回りが一定の
マイナス金利水準を下回る水準で推移し
たため、当ファンドの償還まで短期資産
の組入比率をゼロとしました。

マネー・マーケット・マザーファンド
組入開始時から信託終了時までについて、
以下の運用を行いました。
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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2019年８月８日～2020年２月７日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 61 0.606 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (32) (0.320) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (24) (0.243) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (4) (0.044) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 0 0.002 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (0) (0.002)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.000 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.000)

(ｄ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (0) (0.000) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 61 0.610

期中の平均基準価額は、10,000円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.20％です。

運用管理費用（受託会社）
0.09％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.48％

運用管理費用（投信会社）
0.63％

総経費率
1.20％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020
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○売買及び取引の状況 (2019年８月８日～2020年２月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド － － 602 832 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド － － 1,223 1,825 
三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド － － 192 411 
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド － － 136 413 
マネー・マーケット・マザーファンド 1,983 2,020 17,637 17,960 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年８月８日～2020年２月７日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 国内株式 
アクティブマザーファンド 

三菱ＵＦＪ 海外株式 
アクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 11,181,834千円 1,063,186千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,346,880千円 4,142,457千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.33   0.25   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年８月８日～2020年２月７日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ターゲット・イヤーファンド 2020＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,881 1,309 26.8 6,299 1,153 18.3 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 2,930 965 32.9 2,636 699 26.5 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 391 － － 863 114 13.2 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 15,767 2,942 18.7 13,240 1,951 14.7 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 68 79 137 

 
 
 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 100 － 402 

   

利害関係人の発行する有価証券等 
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＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 500 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 0.42千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.084千円 

（B）／（A） 20.0％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、アコム、モルガン・スタ
ンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年２月７日現在) 

 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 602 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 1,223 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 192 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 136 

マネー・マーケット・マザーファンド 15,653 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2020年２月７日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 17,144 100.0 

投資信託財産総額 17,144 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2020年２月７日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 17,144,348   

 コール・ローン等 17,144,348   

(B) 負債 113,940   

 未払信託報酬 113,619   

 未払利息 15   

 その他未払費用 306   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 17,030,408   

 元本 17,039,525   

 償還差損金 △     9,117   

(D) 受益権総口数 17,039,525口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 9,994円65銭 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 20,306,164円 

期中追加設定元本額 343,199円 

期中一部解約元本額 3,609,838円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.999465円です。 

 

○損益の状況 (2019年８月８日～2020年２月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 31,933   

 受取利息 1   

 その他収益金 32,021   

 支払利息 △     89   

(B) 有価証券売買損益 90,217   

 売買益 105,921   

 売買損 △ 15,704   

(C) 信託報酬等 △113,925   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 8,225   

(E) 前期繰越損益金 190,058   

(F) 追加信託差損益金 △207,400   

 (配当等相当額) (  191,835)  

 (売買損益相当額) (△399,235)  

 償還差損金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  9,117   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は9,117円です。 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2000年２月８日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2020年２月７日 資 産 総 額 17,144,348円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 113,940円 

純 資 産 総 額 17,030,408円 

受益権口数 552,762,221口 17,039,525口 △535,722,696口 受 益 権 口 数 17,039,525口 

元 本 額 552,762,221円 17,039,525円 △535,722,696円 １万口当たり償還金 9,994円65銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第20期 607,900,966円 500,646,570円 8,236円 0円 0.0％ 

第21期 591,179,584   489,399,132   8,278   0   0.0   

第22期 591,341,903   499,824,430   8,452   0   0.0   

第23期 589,916,700   477,281,802   8,091   0   0.0   

第24期 589,622,080   475,699,170   8,068   0   0.0   

第25期 583,429,890   473,707,721   8,119   0   0.0   

第26期 583,427,469   524,186,777   8,985   0   0.0   

第27期 582,030,751   551,491,162   9,475   0   0.0   

第28期 576,825,244   562,023,866   9,743   0   0.0   

第29期 577,483,624   572,490,961   9,914   0   0.0   

第30期 576,117,827   585,753,561   10,167   250   2.5   

第31期 588,569,104   607,686,325   10,325   200   2.0   

第32期 598,472,808   596,895,043   9,974   0   0.0   

第33期 598,038,625   592,598,573   9,909   0   0.0   

第34期 594,906,234   598,231,033   10,056   0   0.0   

第35期 595,431,313   603,431,723   10,134   100   1.0   

第36期 600,026,883   608,801,656   10,146   100   1.0   

第37期 605,331,612   613,203,890   10,130   0   0.0   

第38期 410,136,879   410,773,224   10,016   0   0.0   

第39期 20,306,164   20,285,161   9,990   0   0.0   
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○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 9,994円65銭 
 
◆償還金は償還日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆課税上の取り扱い 

・個人受益者の場合、償還価額から取得費（申込手数料（税込）を含みます。）を控除した利益（譲渡益）が譲渡所得等として課税され、原

則として、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率による申告分離課税が適用されます。 

・特定口座（源泉徴収選択口座）を利用する場合、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収され、

原則として、申告は不要です。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

受益権の口数が投資信託約款に定められた口数を下回っており、投資信託契約を解約することが受益者にとって有利であると認められる

ため、繰上償還しました。 

（2020年２月７日） 
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